






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 事業体験（1） （計画づくり）（計画書 2）
第13回 生涯学習の現場（4）：
 事業体験（2） （班別活動）（報告書 2）
第14回 生涯学習の現場（5）：
 体験報告会（レポート 9）
第15回 生涯学習支援者を目指して（2）：
 今後の学修の見通し（レポート 10）
ヒアリング調査を通じて、特に以下の2点が
注目された。一点目は、上記1）から4）のそ
れぞれについて、レポート、計画書、報告書の
作成・提出を求めていることである（表3参照）。
特に、生涯学習・生涯スポーツ関連の事業体験
（上記授業内容の3））で計画書・報告書の作成
と体験報告会での発表が設定されているのは、
同学科が育成を目指す“生涯学習社会の実現を
目指す専門家や指導者（いわゆる「生涯学習支
援者」）”にとって、企画と報告の習慣付けが不
可欠であるとの考え方にもとづいている。また、
ほぼ毎回提出するレポート（A4用紙1枚）を
通して、「書く力」が養われる状況にあるとの
ことであった。もう一点は、学生・教員間の交
流を促す工夫である。「生涯学習セミナー」は、
教養科目「人間力セミナー」（必修・通年・隔
週開講）とほぼ平行して開講される13）。「人間
力セミナー」は少人数のゼミ形式（1教員につ
き5 ～ 7名）で実施されるため、「生涯学習セ
ミナー」の班はこれと同じメンバー構成とし、
授業時は班ごとに着席するなど、協力して各種
の班別活動を行う。従って履修者は1年間を通
して、ある週は「人間力セミナー」で少人数の
同級生と学習し、別の週は「生涯学習セミナ
ー」で班を踏まえて同級生全員と学習するとい
う形で交流を繰り返す状況にある。また、「人
間力セミナー」の担当教員（15名）は、自身
の担当する学生が提出した「生涯学習セミナ
ー」のレポートを採点して返却することになっ
ており、その過程で、各学生に関して気になる
状況が見られる場合には、教員間で情報を共有
しつつ支援する態勢となっている。本科目の内
容を検討する際には、学科への帰属意識や一体
感の醸成の必要性が認識されており、現在は一
定程度の効果を捉えることができるとのことで
ある。
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（2）社会教育実習Ⅰ
同科目は、県内の青少年教育施設等が主催す
る野外活動教育スタッフ養成プログラム（もし
くは、青少年指導者養成研修）への参加を主な
内容とし、“自身の希望に応じた実習先を主体
的に選ぶことができる”“自身の役割や責任、
行動規範などについて理解し、実習生としての
心構えをもつことができる”“活動の概要、成
果と反省点などを実習録に丁寧に記録すること
ができる”などの到達目標が設定されている14）。
具体的な実習施設は、国立中央青少年交流の
家、静岡県立青少年教育施設（朝霧野外活動セ
ンター、焼津青少年の家、観音山少年自然の家、
三ヶ日青年の家）、静岡市井川少年自然の家、
静岡市清水和田島少年自然の家、浜松市立青少
年の家、等である。履修者はまず、各施設の担
当者から実習内容の紹介や説明を受け、実習先
を選択して所定の手続きをとる（事前指導）。
そして6月から12月までの期間で、講習や実技
研修などの実習施設での指導を受ける。実習内
容は施設により異なっており、例えば、静岡県
立青少年教育施設が実施する研修では、野外活
動の効果、キャンプカウンセリング、青少年の
心理、青少年教育施設の役割、現代的課題に対
応するプログラム、安全管理等の講義、及び、
自然観察、クラフト、イニシアティブゲーム、
オリエンテーリング、ウォークラリー、ネイチ
ャーゲーム、キャンプファイアー等の技能と運
営法などの実技を内容としている。実習期間中
に履修者（実習生）は、実習日、実習時間、主
な活動場所、活動目標・自己課題、活動の概要、
成果と反省点を、既成の「社会教育実習録」に、
記録する。また、実習施設の担当者からの助言
や検印も受ける。実習後には、「社会教育実習
録」と「体験レポート」を提出するとともに、
体験報告会で発表する（事後指導）。なお、参
加費（実習期間中の食費や宿泊費、交通費等）
は、履修者の負担である。2年生以降に継続し
て実習を希望する学生は、「社会教育実習Ⅱ」
（選択科目／ 2単位）の履修が可能である。
先に示した通り、本科目は、各実習施設が実
施するプログラムを大学の授業科目に組み込む
形態をとっている。学科としては、1年生が野
外活動ボランティアを体験することの教育効果
を認め、実習施設では、人材育成事業の参加者
を一定数確保し、プログラムの効果を高めると
いう意義を認めている。こうした両者の連携関
係が本科目の基盤であり、特徴であるといえる。
これまで事故やトラブル等がないのは、実習施
設の人材育成に対する高い意識によるものでは
ないかとのことであった。地域に学生の受け入
れ環境が整っているということも、このような
科目を成立させるための不可欠な要件であると
いえる。
５．おわりに
全国的な動向を俯瞰すると、専修大学の「生
涯学習」教育には、教育学部に設置されていな
いこと、学習とスポーツの二本柱で展開してい
ること、教員免許、司書教諭、図書館司書、博
物館学芸員の資格取得が可能であることなどの
特徴を見出すことができる。一方で、カリキュ
ラム改革という観点では、常葉大学の継続的な
取り組みや具体的な事例を踏まえると、現状を
より一層効果的なものとする様々な検討が求め
られる状況にあるといえる。カリキュラム改革
は、現行カリキュラムの問題点の解決にとどま
ることなく、まさに受験生・学生に“積極的に
選ばれる”ための新たな方策を打ち出すことが
不可欠であり、他大学の状況把握は、そのため
の多くの示唆をもたらすものと考える。引き続
き、情報収集・調査と分析・検討を進めていき
たい。
大学における「生涯学習」教育の実践：専修大学文学部における今後のカリキュラム改革に向けて
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